
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党久喜市議団  №82 

市議団ニュース 

 

連 絡 先    2014年 ６月８日号 

杉野 修   58－9010  渡辺昌代 21－9058 

石田利春 52－7260  平間益美 23－9519 

【議員団控室（市役所５F）の住所・久喜市下早見８５－３】  

「日本共産党久喜市議団ブログ」更新中です 

 

解
釈
改
憲
は
使
っ
て
は
な
ら
な
い 

 

「
ホ
ー
ケ
ン
師
匠
」
で
す 

安
倍
政
権
、
暴
走
政
治
の
最
た
る
も

の
が
解
釈
改
憲
で
す
。
久
喜
市
議
会
か

ら
も
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

（
意
見
書
の
文
案
） 

安
倍
首
相
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ

る
「
安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築

に
関
す
る
懇
談
会
」
は
、
海
外
で
の
武

力
行
使
を
認
め
る
報
告
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
受
け
、
安
倍
首

相
は
、
こ
れ
ま
で
歴
代
政
権
が
、
憲
法

９
条
が
禁
じ
る
「
武
力
行
使
」
に
あ
た

る
と
し
て
き
た
「
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
」
を
検
討
し
、
与
党
と
の
協
議
が
調

え
ば
、
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
可

能
に
す
る
憲
法
解
釈
の
変
更
を
閣
議

決
定
す
る
」
と
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
歴
代
政
府
は
、
「
憲
法
第

９
条
の
下
に
お
い
て
許
容
さ
れ
て
い

る
自
衛
権
の
行
使
は
、
我
が
国
を
防
衛

す
る
た
め
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
に

と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
解
し

て
お
り
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る

こ
と
は
、
そ
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で

あ
っ
て
、
憲
法
上
ゆ
る
さ
れ
な
い
」
と

し
て
き
ま
し
た
。 

 

意見書提出へ！ 

６（金）  本会議・開会 

18（水） 代表質問 

③番目 渡辺議員 

19（木） 一般質問 

②番目 杉野議員 

20（金） 一般質問 ②石田議員 

③渡辺議員④平間議員 

23（月）  一般質問 

24（火）   同 

26（木） 本会議・議案質疑 

27（金） 総務市民財政常任委員会 

30（月） 福祉健康常任委員会 

1（火） 建設上下水道常任委員会 

2（水） 教育環境・委員会 

8（火） 本会議・議案意見書などへ

質疑・討論・採決 

 

安
倍
首
相
は
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
見
解
を

変
え
て
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
認
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。 

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
、
日
本
へ
の
武

力
攻
撃
が
な
く
て
も
、
他
国
の
た
め
に
武
力

を
行
使
す
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
、
海
外
で

の
武
力
行
使
に
た
い
す
る
憲
法
上
の
歯
止

め
を
外
し
、
日
本
を
「
海
外
で
戦
争
す
る
国
」

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

こ
の
重
大
な
転
換
を
閣
議
決
定
で
認
め
る

こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
内
閣
の
判
断
で

憲
法
解
釈
を
勝
手
に
変
え
る
こ
と
は
、
立
憲

主
義
の
否
定
で
す
。 

よ
っ
て
、
安
倍
首
相
が
進
め
る
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
の
解
釈
改
憲
に
反
対
す
る
も

の
で
す
。 

 
国民が国を縛るのが立憲主義 

６
月
議
会
で
は
以
下
の
内
容
に
つ
い
て
一
般
質

問
を
行
い
ま
す
。 

１
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創
設
に
つ
い
て 

 

２
０
１
３
年
度
時
点
で
全
国
６
２
８
の
自
治
体

が
実
施
し
て
い
る
こ
の
制
度
は
地
域
経
済
に
と

っ
て
も
波
及
効
果
が
大
き
く
、
業
者
も
住
民
も

地
域
も
元
気
に
な
る
制
度
で
す
。
震
災
に
も
強

い
街
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
も
、
市
に
お
い

て
も
制
度
創
設
を
急
ぐ
べ
き
で
す
。 

２
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
早
期
設
置
に
つ
い
て 

 

４
月
の
選
挙
で
多
く
の
小
中
学
生
が
「
は
や
く

エ
ア
コ
ン
を
つ
け
て
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。 

市
内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
３４
校
、
１
万
１
２

４
６
人
の
子
供
た
ち
に
一
日
も
早
い
エ
ア
コ
ン

の
設
置
が
必
要
で
す
。 

３
市
の
公
園
の
除
草
管
理
に
つ
い
て 

公
園
の
除
草
が
進
ま
ず
、
子
供
た
ち
や
お
母
さ

ん
た
ち
の
利
用
が
で
き
な
い
公
園
も
多
く
見
か

け
ら
れ
ま
す
。
有
効
活
用
の
た
め
に
も
除
草
へ

の
取
り
組
み
は
必
要
で
す
。 

４
水
路
・
側
溝
の
管
理
に
つ
い
て 

 

水
路
・
側
溝
の
ヘ
ド
ロ
、
土
砂
除
去
作
業
に
対

し
て
の
要
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
、
衛
生
上
も
問
題
が

あ
り
ま
す
。 

                   

全小中学校に早くエアコン設置を 

平
間
ま
す
み
議
員 

日本を戦争する国に 
してはならない 

６月議会の日程 

 

本町８丁目にある公園。雑草が５０

㎝ほどになり、子供が遊べない。 

「
禁
じ
手
」 

６月議会 
特集 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液状化対策・水道料金引き下げ 
１
液
状
化
対
策
事
業
の
推
進 

対
策
の
工
法
や
事
業
対
象
地

域
が
示
さ
れ
、
住
民
へ
の
費
用
負

担
に
つ
い
て
は
、
久
喜
市
が
減
免

制
度
を
創
設
し
住
民
負
担
な
く

実
施
す
る
こ
と
、
家
屋
傾
斜
に
対

し
補
償
す
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。

事
業
内
容
の
詳
細
部
に
つ
い
て

聞
く
。 

◆
家
屋
傾
斜
の
計
測
期
間
は
「
２

年
間
」
と
し
て
い
る
が
、
弾
力

的
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
。 

◆
２
年
の
間
に
、
地
震
に
よ
る
家

屋
へ
の
影
響
な
ど
も
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
場
合
の
補
償
は
。 

◆
補
償
の
対
象
は
家
屋
の
み
で

な
く
下
水
管
な
ど
も
対
象
に

す
べ
き
。 

◆
事
業
は
地
域
循
環
型
経
済
の 

視
点
か
ら
地
元
事
業
者
へ
優
先 

的
に
発
注
す
べ
き
。 

 

 

 

東鷲宮駅地下道の 
バリアフリー化を早く着手へ！ 

 駅の改善を訴えて１４年。ようやく駅構

内のエスカレーターにつづき、地下道の大

改修が決まった。１日も早い事業の着手と

完成を求める。 

① ＪＲとの協議状況 

② 工期などスケジュール 

③ 地下道内部の壁面・照明などの改善 

④ 市民利用者へのていねいな広報を 

鷲宮運動広場とＪＲ駅西口に 

       公衆トイレの設置を 

 運動広場では、野球、ソフトボールなど

の試合、練習など多くの利用者があるが、

トイレは古い簡易のものだけ。駅西口には

トイレそのものが無い。駅は「まちの顔」

である。“おもてなし”にも必要ではないか。 

コミセン敷地に「放課後児童クラブ」 

の新設は住民の声も取り入れて 

コミセンの２階を苦労して使用していたが 

念願の新設となる。「広さ」「指導員など体

制」「施設概要」「工期」などをただす予定。 

その際、今のバーベキュー広場は位置を変

えて存続するよう求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆その他「神社通りに信号設置を」も予定。 

 

 

 

 

 

渡辺まさよ議員 

２
水
道
料
金
の
引
き
下
げ
を 

消
費
税
増
税
が
実
施
さ
れ
、
年

金
が
削
減
さ
れ
生
活
が
一
層
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。
や
り
く
り
し
て

引
き
下
げ
る
べ
き
。 

◆
平
成
２５
年
度
の
現
金
残
高
、
直 

近
の
見
込
み
額
は
い
く
ら
か
。           

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

◆
久
喜
市
の
水
道
料
金
、
県
内
の

順
位
は
。 

◆
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
「
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
き

た
。
見
直
し
を
す
べ
き
。 

３
栗
橋
地
区
の
学
校
給
食
は
、
子 

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
最
も
優
れ

て
い
る
自
校
調
理
方
式
。
こ
の

運
営
方
式
を
継
続
す
べ
き
。 

４
梅
雨
が
来
る
。
久
喜
市
内
で
冠 

水
す
る
場
所
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
に
作
成
し
た
冠
水
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
市
民
に
公
表
す
べ

き
。 

  

自治体 人口 (人) 現金残高  

貸借対照表から 

給水収益 

深谷市 146,477 29億 5500万円 22億 1014万円 

入間市 150,367 35億 0500万円 26億 3710万円 

新座市 161,758 25億 8300万円 21億 0632万円 

朝霞市 131,594 23億 1158万円 17億 6448万円 

三郷市 134,255 19億 4882万円 19億 0891万円 

久喜市 155,000 41億 3674万円 32億 0439万円 

加須市 115,428 20億 7736万円 23億 5654万円 

 

１ 

久
喜
市
営
釣
り
場
の
改
善
に
つ
い
て 

釣
り
場
改
善
、
営
業
の
改
善
、
納
付
金
の
見
直

し
な
ど
こ
れ
ま
で
要
求
し
て
き
た
が
、
検
討
委
員

会
で
の
協
議
は
ど
う
進
ん
だ
か
。
４
月
の
ダ
イ
バ

ー
に
よ
る
調
査
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
今
年
度
の

取
り
組
み
は
。 

 

２ 

久
喜
駅
西
側
に
児
童
館 

（
児
童
セ
ン
タ
ー
）
を 

子
育
て
世
代
か
ら
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る

児
童
館
の
設
置
要
望
は
「
市
全
体
の
事
業
を
総
合

的
に
検
討
す
る
中
で
検
討
す
る
。
」
と
さ
れ
て
き

た
。
老
朽
化
が
進
む
南
公
民
館
の
建
て
替
え
と
一

緒
に
児
童
館
を
併
せ
持
つ
複
合
型
施
設
を
設
置
し

て
は
い
か
が
か
。 

 

３ 

本
町
２
丁
目
市
道
５
０
１
４
号
線 

の
冠
水
対
策
に
つ
い
て 

 

本
町
２
丁
目
市
道
５
０
１
４
号
線
付
近
の
住
民 

の
み
な
さ
ん
か
ら
、
大
雨
被
害
に
つ
い
て
、
早
急 

な
対
策
を
望
む
声
が
届
い
て
い
る
。
通
学
路
で
も 

あ
り
、
市
へ
何
度
も
改
善
の
要
望
を
出
し
て
い
る 

が
、
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
早
急
に
取
り
組
む
べ 

き
だ
が
。 

 

 

平成２４年度決算 類似人口自治体の水道事業における現金残高など 

 

石
田
と
し
は
る
議
員 

市民の声を取り入れた市政に 

学
童
保
育
の
新
設
予
定
地
。 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
が
あ
る
。 

杉野おさむ議員 

新議員団、初の一般質問です。ぜひ、傍聴を 

本町２丁目の側溝。見たとおり、古

くて浅いのでゲリラ豪雨時にはす

ぐあふれる。抜本的対策強化を。 


